
事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 行政評価事業 事業開始年度 平成18年度
担当課 総合政策部　総合政策課 担当者 森　丈
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 01 市民とともに築く自立した行財政
施策 03 効果的・効率的な行政経営の推進
基本事業 01 成果を重視した行政経営の確立

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 １年度 ２年度 ３年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 1,690 8,628 3,746 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
１年度 ２年度 ３年度 ４年度
実績 実績 計画 計画

評価 ○達成、概ね達成した　○多少は達成した　●達成できず

判定 ●数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ○現状 ●縮小

総合計画体系

事業の目的
成果を意識した「Plan-Do-Check-Action」のマネジメントサイクルを実践し、市の施策・
事業について市民への説明責任を果たすため。

事業の概要
■事務事業評価　事務事業評価結果を公開
■施策基本事業評価評価（総合計画進行管理）まちづくり報告書作成

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果
行政評価を理解している職員の割
合

％ 74.2 69.6 80 80

成果
行政評価が機能していると思う職
員の割合

％ 65.6 64.7 70 70

達成度の
評価と説明 説明

例年の推移は統計的な誤差の範囲内と考えるが、目標を達成していないため、行政評価に
係る運用や説明会の見直しを検討したい。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 職員安全衛生管理事業 事業開始年度 平成26年度
担当課 総合政策部　総務課 担当者 鈴木　雅利
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 01 市民とともに築く自立した行財政
施策 03 効果的・効率的な行政経営の推進
基本事業 02 職員能力と組織力の向上

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 １年度 ２年度 ３年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 900 1,043 1,384 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
１年度 ２年度 ３年度 ４年度
実績 実績 計画 計画

評価 ○達成、概ね達成した　●多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
さくら市職員が安全で健康に働ける職場環境となる。

事業の概要
労働安全衛生法に基づき、職場の安全及び健康を確保するため、安全衛生委員会を開催。
医学的専門知識を有する産業医を設置。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 労働災害事故件数 件 2 3 0

活動 安全衛生管理事業数 件 8 8 8

達成度の
評価と説明 説明

職場の安全に関しては、公務災害の発生件数が3件と低い水準にある。
職員の健康に関しては、高ストレス者が増加傾向にあることから、職員数の増加、事務事
業の廃止、周囲のサポート等により、職員１人当りに係る負担を軽減する必要がある。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 職員研修事務 事業開始年度 平成26年度
担当課 総合政策部　総務課 担当者 鈴木　雅利
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 01 市民とともに築く自立した行財政
施策 03 効果的・効率的な行政経営の推進
基本事業 02 職員能力と組織力の向上

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 １年度 ２年度 ３年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 2,901 1,395 3,575 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
１年度 ２年度 ３年度 ４年度
実績 実績 計画 計画

評価 ○達成、概ね達成した　●多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
　職員が公務員として基礎的な知識、技能を習得するとともに、専門的知識や技術を有す
るようになる。

事業の概要
階層(役職)別研修･･･塩谷・那須南ブロック職員研修
専門研修･･･栃木県市町村振興協会研修、市町村アカデミー研修、ＪＩＡＭ研修　他

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 必須研修受講率 ％ 91 43 100

成果 自主的に研修参加した職員の数 人 40 12 40

達成度の
評価と説明 説明

人材育成方針に基づいた本市職員に求められる職員像の形成に向けて、階層(役職)別研修
と専門研修を実施している。階層(役職)別研修は必須研修であるが、業務多忙等の理由に
より欠席する者もあった。職員が積極的に参加できるような職場環境の整備が必要。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 職員厚生事業 事業開始年度 平成18年度
担当課 総合政策部　総務課 担当者 鈴木　雅利
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 01 市民とともに築く自立した行財政
施策 03 効果的・効率的な行政経営の推進
基本事業 02 職員能力と組織力の向上

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 １年度 ２年度 ３年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 358 98 402

■前年度の事業分析【評価（Check）】
１年度 ２年度 ３年度 ４年度
実績 実績 計画 計画

評価 ○達成、概ね達成した　○多少は達成した　●達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
職場を活性化する事業やスポーツ団体等に助成を行うことで、職員間の親睦を深め、組織
力の向上を図る。資格取得に対し助成を行うことで職員の自己研鑽を推奨する。

事業の概要
職員厚生振興補助、職場活性化事業助成、ライフワーク支援助成

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果
利用件数（職場活性化、ライフ
ワーク支援、職員厚生振興事業）

件 11 5 10

達成度の
評価と説明 説明

新型コロナウイルス感染症対策により職場活性化事業、福利厚生振興補助事業の活用は消
極的となった。
今後、新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら職員厚生事業を推進していく。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 人事評価事業 事業開始年度 平成19年度
担当課 総合政策部　総務課 担当者 鈴木　雅利
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 01 市民とともに築く自立した行財政
施策 03 効果的・効率的な行政経営の推進
基本事業 02 職員能力と組織力の向上

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 １年度 ２年度 ３年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 0 0 0

■前年度の事業分析【評価（Check）】
１年度 ２年度 ３年度 ４年度
実績 実績 計画 計画

評価 ○達成、概ね達成した　●多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
職員の能力態度や実績を的確に把握、評価し、その結果に応じた公平な処遇や人材育成に
反映させることで、職員の意欲を高め、市民サービスの向上につなげる。

事業の概要
人事評価（能力態度評価・実績評価）の実施。
新任者研修や、評価精度向上のための評価者研修、評価(調整)会議の実施。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果
実績評価の目標を達成できるよう
意識して取り組んだ職員の割合

％ 88 82 90

成果
能力期待水準を意識し、部下の育
成等を行った評価者の割合

％ 76 83 90

達成度の
評価と説明 説明

指標２の内容については、人事評価制度を適正に運用し、公平な処遇や人材育成に反映さ
せる上で根幹となる部分であるが、83％と低い水準となる。評価者（管理職）の意識を改
善し、評価能力の向上に引き続き取り組む必要がある。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 職員健康管理事務 事業開始年度 平成26年度
担当課 総合政策部　総務課 担当者 鈴木　雅利
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 01 市民とともに築く自立した行財政
施策 03 効果的・効率的な行政経営の推進
基本事業 02 職員能力と組織力の向上

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 １年度 ２年度 ３年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 5,406 4,958 6,180 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
１年度 ２年度 ３年度 ４年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
職員の心身の健康の保持増進を図り、能力を十分に発揮することができる職場環境の形成
を目的とする。

事業の概要
労働安全衛生法に基づき、職員の心身の健康の保持増進のため、健康診断、人間ドック受
診費助成、ストレスチェック、カウンセリングを実施。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果
人間ドック又は職員健康診断を受
診した職員の割合

％ 96 96 100

達成度の
評価と説明 説明

人間ドック又は職員健康診断を受診した職員の割合は96％と高い水準にある。
しかし、高ストレス者が増加傾向にあることから、職員数の増加、事務事業の廃止、周囲
のサポート等により、職員１人当りに係る負担を軽減する必要がある。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 職員採用事務 事業開始年度 平成26年度
担当課 総合政策部　総務課 担当者 鈴木　雅利
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 01 市民とともに築く自立した行財政
施策 03 効果的・効率的な行政経営の推進
基本事業 03 職員定員の適正管理

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 １年度 ２年度 ３年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 459 370 586

■前年度の事業分析【評価（Check）】
１年度 ２年度 ３年度 ４年度
実績 実績 計画 計画

評価 ○達成、概ね達成した　●多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
職務を遂行するにあたって必要な知識・能力を有する者を採用するため。

事業の概要
次年度以降の退職者や業務量に基づき、採用すべき職員数及び職種の決定を行い、必要な
採用試験を実施する。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 受験倍率 倍 9.2 6.5 9

達成度の
評価と説明 説明

より優秀な人材を確保するためには、より多くの受験者の確保が必要となる。多様な媒体
においてＰＲを行うなど、今後も引き続き受験者の確保に努めたい。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 さくら市姉妹都市交流事業 事業開始年度 平成25年度
担当課 総合政策部　総合政策課 担当者 岡田　慎
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 01 市民とともに築く自立した行財政
施策 03 効果的・効率的な行政経営の推進
基本事業 04 広域行政・交流の取組みの促進

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 １年度 ２年度 ３年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 54 0 835

■前年度の事業分析【評価（Check）】
１年度 ２年度 ３年度 ４年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
市民が姉妹都市との交流を促進し市民文化の向上と姉妹都市相互の発展を図る。

事業の概要
茨城県古河市・埼玉県加須市の市民団体等と交流事業を行う市民団体に対し助成金を交付
する。市民団体が提出した申請書を基に審査会を開催し、審査会の意見を基に交付決定。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

活動 成果があった事業の割合 ％ 100 100 100 100

達成度の
評価と説明 説明

補助金交付はコロナウィルスの影響でなかったが、国際友好都市締結にこぎつる事が出来
た。コロナ禍においては、オンライン交流を実施していく。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 ホームページ管理運営事業 事業開始年度 平成26年度
担当課 総合政策部　総合政策課 担当者 田中　恵子
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 01 市民とともに築く自立した行財政
施策 03 効果的・効率的な行政経営の推進
基本事業 05 広報・広聴の充実

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 １年度 ２年度 ３年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 551 208 11,219 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
１年度 ２年度 ３年度 ４年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
常時、最新の市政情報やイベント情報を知ることができる。ホームページを通して、市民
情報を入手することができる。

事業の概要
インターネット上にホームページを開設し、市の政策やイベント情報などを市民やさくら
市についての情報を得たい人に提供する。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 ホームページのセッション数　 件 682,424 984,955 1,050,000 1,110,000 

達成度の
評価と説明 説明

セッション数が増加した。要因として、新型コロナに関する情報発信が増えたこと、ＳＮ
Ｓによる情報発信を積極的に行ったこと、広報紙にＱＲコードを掲載し、ホームページへ
誘導するようにしたことが推察される。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 広報紙発行事業 事業開始年度 平成26年度
担当課 総合政策部　総合政策課 担当者 金田侑子
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 01 市民とともに築く自立した行財政
施策 03 効果的・効率的な行政経営の推進
基本事業 05 広報・広聴の充実

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 １年度 ２年度 ３年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 15,639 13,661 16,087 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
１年度 ２年度 ３年度 ４年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
市民に広報紙を通じ市政情報を周知することにより、市政に理解や協力をしてもらう。

事業の概要
「広報さくら」を自らの取材や各課等からの情報提供により毎月１回発行し、新聞折込み
や郵送等で市内に配布している。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

活動 広報紙の発行部数 部 155,640 153,840 152,040 152,040 

達成度の
評価と説明 説明

予定通りに広報紙の発行ができた。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 市勢要覧作成事業 事業開始年度 平成22年度
担当課 総合政策部　総合政策課 担当者 池田真規
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 01 市民とともに築く自立した行財政
施策 03 効果的・効率的な行政経営の推進
基本事業 05 広報・広聴の充実

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 １年度 ２年度 ３年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 182 0 660

■前年度の事業分析【評価（Check）】
１年度 ２年度 ３年度 ４年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ●数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
市の経済や産業、財政、資源などの情報をまとめ、住民や企業、団体などに対し市の周知
を行いながら誘致などに利用するために作成

事業の概要
5年に１度情報更新を兼ね、作成を行う。また適宜増刷を行う

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

達成度の
評価と説明 説明

誘致や視察などで活用を行い、増刷を行っている

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 データ放送事業 事業開始年度 平成23年度
担当課 総合政策部　総合政策課 担当者 田中　恵子
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 01 市民とともに築く自立した行財政
施策 03 効果的・効率的な行政経営の推進
基本事業 05 広報・広聴の充実

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 １年度 ２年度 ３年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 916 924 924

■前年度の事業分析【評価（Check）】
１年度 ２年度 ３年度 ４年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
市民に迅速かつ正確な情報を提供するとともに、一定程度の市政情報を容易に取得できる
ようにする。

事業の概要
各課から提出された記事及び担当で掲載すべきと判断した記事をデータ化して、とちぎテ
レビのデータ放送に掲載する。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

活動 記事の掲載件数 件 802 665 600 600

達成度の
評価と説明 説明

データ放送を継続して実施することにより、情報弱者に向けた市政情報の提供ができた。

見直し余地


